
「修士課程学生向け 外部資金獲得のための申請書作成講座 」を開催 
 

 東京工業大学イノベーション人材養成機構（IIDP）は，2024年 3月 15日（金）13：
30～16：30，オンライン（Zoom）にて，「修士課程学生向け 外部資金獲得のための
申請書作成講座」を初めて開催しました。 
この講座は，修士課程学生が，外部資金獲得のために必要な申請書作成について，そ

のポイントやコツを実践的に身に着けることを目的に開催し，当日は約 80名の学生が
参加しました。 
当日の講師は，豊富な審査実績を持ち，これまでも博士後期課程キャリア科目でご教

授いただいているお二方にお願いしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 はじめに，小泉 周先生（大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 特任教授）が「申
請書作成のポイント」を説明しました。小泉先生は，科学研究費助成事業（科研費）の
位置づけ，「申請書はどうあるべきか」「申請書に書くべき内容」「図，表，フローチャ
ートの使い方」等を詳しくお話くださりました。また，ご自身も研究者であることから，
「研究者とは」というお話もあり，参加学生は熱心に聴き入りました。 
小泉先生は，様々な外部資金審査実績をお持ちのため，「審査員が読みやすい申請書

とは」「評価のポイント」についても具体的にお話くださり，学生からは「自分が申請
書を書くときに，どうすれば見栄えが良く，読み手に読みやすくなるようなものが書け
るのかの考えをもつことができた」「複数の主著論文による業績を研究計画にどのよう



に盛り込むべきか悩んでいたが，今回の受講でビジョンが明確になった」との感想があ
りました。特に，「分野外の人が読んでもわかりやすく」「この人を応援したい！と思わ
せることが何より大事」というメッセージは，学生に大変響いたようです。 
 さらに，実際に採択された複数の学振申請書のサンプルを用いて，小泉先生の視点で
の「優れている点」をご教示くださり，学生には非常に参考になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に，参加学生が 3～4名ずつのグループ（ブレイクアウトルーム）に分かれ，サン
プル申請書を用いて「どの申請書が，どういう点で優れているか」についてのディスカ
ッションを行いました。「審査員になったつもりで，他人の申請書を読む」という経験
は新鮮だったようで，学生からは「審査員の視点を学ぶ貴重な機会になった」「実際の
申請書を見てグループディスカッションできたのがとても有意義だった」という感想が
多く寄せられました。専門（研究内容）が違う学生同士の交流という意味でも，貴重な
機会となったようです。 
 
 最後に，小林 義和先生（東工大 国際先駆研究機構 研究戦略部門 特任准教授（URA））
が「大学院生が申請できる外部資金」について説明しました。代表的な国立研究開発法
人科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業プログラムである ACT-Xについて
は，概要や応募要項，スケジュール，申請書作成ポイント，面接選考対策のほか，東工
大における採択状況についても説明がありました。また，「財団法人や企業の研究資金
公募情報をどのように収集すればよいか」について，東工大の外部資金情報共有・配信
システム（SHIORI）の紹介も含めて説明がありました。 
 学生からは，「外部資金をまとめたページがあることを知ることができたこともよか
った」等の感想がありました。 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多くの学生が申請する「日本学術振興会 特別研究員」の応募時期に合わせて開催し

ましたが，参加学生の満足度は大変高く，アンケートでは，ほぼ 100％の参加学生が
「役に立った」と回答しました。また，多くの質問も寄せられ，学生の申請書作成に対
するモチベーション向上にも役立つ講座となりました。 

 
 東京工業大学では，より多くの学生が研究資金を獲得できるための支援を引き続き実
施していきます。 
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